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令和４年度まちづくり座談会における質問・要望事項と回答 

 

■ 東根地区：10 月 28 日（金）午後 7 時～９時 参加者数 55 名 

（うち、15 人町職員） 

 

【マイナンバーカードについて】 

【白鷹町第６次総合計画の成果目標に対する進捗状況について】 

 

《質疑応答》 

Ｑ．白鷹町第６次総合計画にある、適正な土地利用と町民満足度とはどういうことか。

また、掲げた目標の進捗率についても教えていただきたい。 

Ａ．（企画政策課長）適正な土地利用に関しては、国の法律や、町の国土利用計画があ 

り、それに基づいて土地の利用を進めているところ。町民満足度は 5 年に 1 度アンケ

ートを取り、総合計画に反映している。 

 

Ｑ．耕作放棄地の発生防止と解消に向け、どのような施策を実施しているか。 

Ａ．（農林課長）魅力ある農村農地を作るということで、日本型直接支払いや多面的中山

間協定面積の維持等の制度を活用しながら農地の保全に取り組んでいる。また、県の

事業でもある「やまがた人・農地リニューアル事業」を活用しながら、どうしても発

生してしまう耕作放棄地等の再生事業も実施をしているところである。 

 

Ｑ．農用地の保全のための活動として、農地中間管理事業の活用を見直すとは 

Ａ．（農林課長）本町でも平成 25 年に法律が制定されてから事業を実施している。農地の

集積・集約化を目指し取り組んでいるが、中々進んでいないのが実情である。今後も

継続して取り組むために勉強会などを実施している。 

 

Ｑ．９月末に小山沢地区でドローンが飛んだ。おそらく猪の生息調査かと思ったが、その

後調査結果など公表されていないと思う。情報の共有化をお願いしたい。その後、小

山沢公民館の近くに「オカパト」なるボックスが設置されたが、それがどんな目的で

設置されたのかお聞きしたい。 

Ａ．（座長）生息調査については、県主体で行われた為、今後結果報告があると連絡があ

った。改めて地区役員の皆さまに周知していく。またボックスについてはドローンを

飛ばすにあたり設置された機械だと聞いている。こちらも含め改めて周知したいと思

う。 
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Ｑ．役場建設の際に伐採した森林には植栽を実施したのか。もし植栽されていれば、今後

何十年という期間で育てていく必要がある。それに係る人件費や各財源等々いろいろ

あるが、補助金や助成というのがあるのかどうか、あるとすれば、植栽してから何年

ぐらい助成してもらえるものか教えていただきたい。 

Ａ．（町長）建設に伴い伐採した箇所は、全ての場所で植林を実施した。森林環境譲与税

などを上手く有効活用しながら育てていきたい。また、鮎貝自彊会やおきたま林業株

式会社など各関係機関と協力しながら今後も育林を進め緑の循環システム構築を推進

していきたいと思う。 

 

Ｑ．東根小学校の学校林（宝山周辺）や畔藤財産区で契約している分収造林について、植

栽後 60 年以上がたった。ちょうど伐期がきたのではないかと思う。森林の利活用の

観点からも伐採してはどうか。 

Ａ．（町長）まずは木を見て判断させていただきたいと思う。契約の関係や場所の安全性

の確保など、さまざま検討材料はあるが、木材の利活用の観点からも前向きな対応を

していきたいと思う。 

 

Ｑ．東根小学校前にある企業さんの敷地拡張に伴い、砂ぼこりなどの環境問題や敷地近く

の町道も危険性があるのではと心配している 

Ａ．（町長）当該企業さんには、町内の企業として、大変に頑張って仕事をしていただい

ている。社長ともお話しているが、これからも敷地を拡張していきたいとおっしゃっ

ている。砂ぼこり等々の環境問題については、舗装を含め対応していきたいとおっし

ゃっていた。道路については通学路にもなっているため、道路そのものの付け替え等

の対応も考えている。いずれにしても地域の皆さまと相談していきながら対応してい

きたいと思う。 

 

Ｑ．医療費や保育料の無償化等々の取り組みをしていただいて大変感謝している。その中

で、少子化の影響で学校の在り方等も心配している、今後はどのような方向性で進め

るのか、そして継続した支援もお願いしたい。 

Ａ．（町長）教育については将来、複式学級を避けては通れない時期が必ず来ると考えて

いる。ただこれまでの歴史で複式学級を経験した方からのお話を聞くと、「複式学級だ

けはして欲しくない」、「子どもたちが可哀そう」等の意見も頂戴している。まずは子ども

たちを第一に考え、地域の皆さまのご協力を賜りながら検討していきたいと思う。 


